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の
教
会
に
満
足
し
て
い
る
の
か
ど

う
か
？
ま
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
し
て
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
は
な
い
多
く
の
人
た
ち

に
ど
う
語
り
か
け
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
企
業
が
考
え
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
と
私
た
ち
教
会
の
あ
り
か
た
と

は
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に

も
思
え
ま
す
。
私
た
ち
は
決
し

て
「
閉
ざ
さ
れ
た
教
会
」
と
い
う

教
会
に
お
い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
と
い
う
言
葉
が
馴
染
ま
な
い
こ

と
は
承
知
を
し
て
い
な
が
ら
も
、

そ
の
相
関
性
を
思
う
こ
と
が
し
ば

し
ば
あ
り
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
何
か
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
居
る
企
業
は
、

ま
ず
自
分
た
ち
の
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
し
て
居
る
の
は
ど
の
よ
う
な

人
た
ち
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
。

ま
た
現
在
わ
が
社
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
人
た
ち
は
そ
の

サ
ー
ビ
ス
の
ど
こ
に
満
足
し
、
ど

こ
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
、
そ
れ
を
知
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
た
ち
は
友
人
や
知
人
に
わ
が

社
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
話
を
し
て
く
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
気
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
そ
れ
ら
を
理
解
す
る
こ
と
が

事
業
を
展
開
し
て
行
く
上
で
の
出

発
点
に
な
り
ま
す
。

ま
す
ま
す
住
み
難
く
な
っ
て

来
て
い
る
日
本
の
社
会
に
お
い

て
、
救
い
を
求
め
て
い
る
人
た
ち

が
居
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

人
た
ち
で
あ
ろ
う
か
？　

ま
た
そ

の
人
た
ち
に
教
会
は
自
ら
手
を
さ

し
の
べ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
教
会

に
属
し
て
居
る
人
々
自
身
が
い
ま

活
動
に
つ
い
て
も
似
た
よ
う
な
こ

と
が
言
え
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

ア
カ
デ
ミ
ー
創
設
の
こ
ろ
か
ら

日
本
社
会
は
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
し
か
し
ア
カ
デ
ミ
ー
が
希
求

し
た
こ
と
は
現
在
に
於
い
て
も
そ

の
意
味
を
失
っ
て
い
ま
せ
ん
。
私

た
ち
は
ア
カ
デ
ミ
ー
の
精
神
を
受

け
継
ぎ
つ
つ
も
社
会
の
変
化
に
対

応
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
よ
う
と

し
て
貴
重
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

し
て
居
る
の
も
事
実
で
す
。
そ
れ

と
同
時
に
「
常
に
変
化
す
る
社
会

の
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
ア
カ
デ

ミ
ー
は
応
え
る
べ
き
な
の
か
？
」

「
人
々
が
ア
カ
デ
ミ
ー
に
期
待
す

る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
何
な
の
か
？
」「
私
た
ち
が
良

か
れ
と
思
っ
て
提
供
し
て
い
る

種
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
参
加
し

て
く
れ
る
人
た
ち
、
ま
た
参
加
し

て
く
れ
な
い
人
た
ち
に
ど
の
よ
う

に
映
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
私
た

ち
自
身
が
虚
心
坦
懐
に
評
価
す
べ

き
時
期
で
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

「
私
た
ち
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
て
く
れ
た
人
々
が
ま
た
参
加

し
よ
う
と
強
く
思
っ
て
く
れ
る
よ

う
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
？
」
と
言
っ
た
こ
と
な
ど
も

交
え
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
本

と
言
う
べ
き
も
の
に
立
ち
返
っ
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
、
運
営
委
員
の
一
人
と
し
て

い
つ
も
自
分
に
問
い
掛
け
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
基
本
に
照
ら
し
た
議
論
を
深

め
、
更
に
は
私
た
ち
も
修
学
院
の

山
か
ら
下
り
て
、
教
会
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
初
め
多
く
の
人
た
ち
に

接
す
る
機
会
を
も
っ
と
持
つ
べ
き

時
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

�

（
関
西
国
際
大
学
学
長
特
別
補
佐
）

意
識
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
教
会

に
来
る
人
た
ち
が
居
れ
ば
大
い
に

歓
迎
し
、
ま
た
次
回
も
礼
拝
に
参

加
し
て
欲
し
い
と
心
か
ら
願
い
ま

す
。
し
か
し
教
会
の
門
を
叩
か
な

い
人
々
に
ど
れ
だ
け
働
き
か
け
を

し
て
い
る
か
と
言
え
ば
心
も
と
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
聖
書
を
読

め
ば
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
や
そ
の

弟
子
た
ち
が
、
当
時
と
し
て
は
行

く
の
に
長
い
時
間
が
掛
か
り
困
難

な
こ
と
も
多
い
道
の
り
を
経
て
多

く
の
場
所
を
訪
れ
、
人
々
が
何
を

求
め
て
い
る
の
か
を
理
解
し
、
癒

し
を
与
え
よ
う
と
さ
れ
た
様
子
が

良
く
判
り
ま
す
。「
で
は
私
は
ど

う
か
？
」
そ
れ
は
私
自
身
へ
の
問

い
か
け
で
あ
り
ま
す
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
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ハ
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当財団の２０１７年度の事業活動は、以下の通りである。
１．事業の推進

１）公益目的事業
（１）関東活動センター、関西セミナーハウス活動

センター
①フォーラム事業及び研修・セミナー・体験交流

事業を継続し、発展させた。
②アカデミー運動の理念に従って今日的な社会の

課題に対する認識を深め、それにふさわしい新
規プログラムの開発に取り組んだ。

（２）関西セミナーハウス
①当財団の事業展開の拠点として、関西セミナー

ハウス活動センターの公益目的事業に施設を提
供した。

②当財団の目的達成に資する諸団体が行う公益目
的事業を支援するため、宿泊施設及び会議場を
諸宗教団体、労働組合、文化・社会活動団体、
教育機関・学会・研究会等に供した。

（３）広報活動
①関東活動センター、関西セミナーハウス活動セ

ンター及び関西セミナーハウスの活動状況につ

いて、機関紙「はなしあい」、ウェブサイト等
によって継続的に情報を発信した。

②機関紙、ウェブサイト等により、年度事業計画、
収支予算、事業報告、決算報告、その他当財団
に関する情報を公開した。

２）収益事業
（１）関西セミナーハウス

公益目的利用外の一般利用者、企業等への宿
泊研修施設の貸出を行い、その収益の一部を
公益活動に資した。

（２）日本キリスト教会館
当財団所有の事務所用物件の一部を貸与し、
その収益を公益活動に資した。

２．事業運営推進
公益目的事業の推進に当たっては、継続的事業、新

規プログラムを問わず、予算計画を持ち、必要財源を
確保しつつ、安定的継続可能な運営を行った。

３．賛助会員、寄附金
公益法人への寄付により受けられる税制優遇措置を

活用し、アカデミー運動を支援する賛助会員および寄
附者からの支援を仰いだ。

正 味 財 産 増 減 計 算 書
2017 年 4 月 1 日から 2018 年 3 月31日まで

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー （単位：円）　

科　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　（１）経常収益
　　　　基 本 財 産 運 用 益 1,200 3,008 △ 1,808
　　　　特 定 資 産 運 用 益 19,589 19,745 △ 156
　　　　受 取 会 費 919,700 1,358,000 △ 438,300
　　　　事 業 収 益 140,042,547 113,105,634 26,936,913
　　　　受 取 寄 付 金 5,631,802 4,233,457 1,398,345
　　　　雑 収 益 151,710 249,685 △ 97,975
　　　　経常収益計 146,766,548 118,969,529 27,797,019
　　（２）経常費用
　　　　事 業 費 144,759,544 136,287,017 8,472,527
　　　　管 理 費 3,958,656 2,898,197 1,060,459
　　　　経常費用計 148,718,200 139,185,214 9,532,986
　　　　　当期経常増減額 △ 1,951,652 △ 20,215,685 18,264,033
　２．経常外増減の部
　　（１）経常外収益
　　　　経常外収益計 0 0 0
　　（２）経常外費用
　　　　経常外費用計 55,482 0 55,482
　　　　　当期経常外増減額 △ 55,482 0 △ 55,482
　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 2,007,134 △ 20,215,685 18,208,551
　　　　　一般正味財産期首残高 392,145,774 412,361,459 20,215,685
　　　　　一般正味財産期末残高 390,138,640 392,145,774 △ 2,007,134
Ⅱ　正味財産期末残高 390,138,640 392,145,774 △ 2,007,134

公益財団法人 日本クリスチャン・アカデミー
２０１7年度事業報告（総括）
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彼
は
ド
イ
ツ
の
ハ
レ
大
学
で
学
位

を
得
た
の
ち
30
歳
で
帰
国
し
、
札

幌
農
学
校
教
授
、
台
湾
総
督
府
技

師
、
京
都
帝
国
大
学
教
授
、
第
一

高
等
学
校
校
長
、
東
京
帝
国
大
学

教
授
、
東
京
女
子
大
学
学
長
な
ど

を
歴
任
し
た
後
、
１
９
１
９
年
に

58
歳
で
国
際
連
盟
事
務
局
次
長
に

就
任
し
、
以
後
国
際
平
和
の
た
め

に
全
力
を
傾
注
し
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
で
悲
惨
な
戦

争
を
経
験
し
た
世
界
は
、
再
び
そ

の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

国
際
連
盟
を
設
立
し
た
。
そ
の

事
務
局
次
長
と
な
っ
た
新
渡
戸

は
、
各
地
の
紛
争
を
収
め
る
た
め

に
奔
走
し
た
。
例
え
ば
、
長
い
間

紛
争
の
絶
え
な
か
っ
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
間
の
数

百
の
島
か
ら
な
る
オ
ー
ラ
ン
ド
諸

島
に
つ
い
て
は
、
関
係
諸
国
を
訪

ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
聴
き
、

１
９
２
１
年
そ
こ
を
非
武
装
中
立

で
、
兵
役
無
し
、
関
税
無
し
の
自

治
領
と
す
る
提
案
を
行
い
、
関
係

国
の
合
意
を
取
り
付
け
、
戦
争
勃

発
を
防
い
だ
。
１
９
２
４
年
に

は
「
子
供
の
権
利
に
関
す
る
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
宣
言
」
を
出
し
、
こ
れ
は

１
９
８
９
年
に
「
子
供
の
権
利
条

約
」
と
し
て
結
実
し
た
。
さ
ら
に

彼
は
、
戦
争
防
止
、
平
和
維
持
、

平
和
推
進
の
た
め
に
ベ
ル
ギ
ー
や

日
本
各
地
を
講
演
し
て
回
り
、
そ

の
聴
衆
は
延
べ
５
万
人
を
越
え

た
。１

９
２
６
年
に
国
際
連
盟
事
務

局
次
長
を
退
い
た
後
も
、
日
米
関

係
が
険
悪
に
な
っ
て
い
く
時
ア
メ

リ
カ
を
訪
れ
、
１
０
０
回
以
上
も

日
本
文
化
に
つ
い
て
講
演
し
、
日

米
の
相
互
理
解
に
努
め
た
。
さ
ら

に
１
９
２
９
年
か
ら
は
太
平
洋
問

題
調
査
会
の
日
本
理
事
長
と
な

り
、
米
、
カ
ナ
ダ
、
豪
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ワ
イ
、
英
な
ど

の
代
表
者
と
、
政
治
的
重
要
課
題

に
つ
い
て
語
り
合
い
、
平
和
の
た

め
に
尽
力
し
た
が
、
１
９
３
３
年

カ
ナ
ダ
の
バ
ン
フ
で
行
わ
れ
た
会

議
に
出
席
し
た
後
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

で
倒
れ
、
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。

彼
は
、
軍
部
が
台
頭
し
言
論
統

制
が
厳
し
く
な
っ
た
１
９
３
０
年

代
に
も
、
英
文
で
戦
争
反
対
の
意

見
を
公
表
し
続
け
、
１
９
３
３
年

の
亡
く
な
る
直
前
に
は
次
の
記
事

を
英
文
大
阪
毎
日
・
東
京
日
日
新

聞
上
に
書
い
た
。

「
全
人
類
が
兄
弟
と
な
り
、
戦

争
が
人
類
を
引
き
裂
く
こ
と
は
な

く
、
戦
争
の
噂
が
女
性
の
心
に
恐

れ
を
抱
か
せ
る
こ
と
も
な
い
未
来

の
夢
を
私
は
見
る
。
‐
‐
‐
偉
大

な
る
夢
想
家
が
見
た
夢
で
、
無
駄

だ
っ
た
夢
は
な
い
。
偉
大
な
る
夢

で
そ
れ
に
姿
を
与
え
る
実
際
的
天

才
が
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
は

な
い
」

こ
れ
ら
の
新
渡
戸
の
平
和
へ
の

熱
情
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
生
涯
を
か
け
た
献
身
は
、
聴
く

者
の
心
を
圧
倒
し
た
。
こ
の
新
渡

戸
の
平
和
へ
の
願
い
と
行
動
が
、

現
代
に
し
っ
か
り
受
け
継
が
れ
て

行
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

「
宗
教
と
戦
争
を
考
え
る
」
シ

リ
ー
ズ
３
回
の
「
キ
リ
ス
ト
教
は

な
ぜ
戦
争
に
つ
い
て
容
認
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
？
」
に
お
い
て

土
井
健
司
氏
は
、
４
世
紀
に
キ
リ

ス
ト
教
が
ロ
ー
マ
帝
国
に
公
認
さ

れ
る
と
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
教

父
の
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
ら
は
、
正

義
の
た
め
の
戦
争
は
許
さ
れ
る
と

説
く
よ
う
に
な
り
、
以
後
キ
リ
ス

ト
教
会
は
、
世
界
各
地
に
広
が
り

政
治
の
中
枢
部
に
ま
で
影
響
を
与

え
る
よ
う
に
な
っ
た
後
も
、
こ
の

考
え
に
立
ち
続
け
た
、と
語
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス

の
正
戦
論
に
立
た
な
い
群
れ
も
あ

る
、
と
メ
ノ
ナ
イ
ト
派
の
牧
師
が

注
意
を
喚
起
し
た
。
主
流
派
の
正

戦
論
に
立
た
ず
、
初
代
教
会
以
来

の
非
戦
論
に
立
つ
少
数
派
に
は
、

メ
ノ
ナ
イ
ト
以
外
に
も
ク
エ
ー

カ
ー
派
や
内
村
鑑
三
の
流
れ
を
く

む
無
教
会
が
あ
る
。
内
村
鑑
三
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
こ
の
シ
リ
ー

ズ
の
第
４
回
で
取
り
上
げ
た
。
今

回
は
、
ク
エ
ー
カ
ー
派
の
信
徒
と

し
て
生
涯
世
界
平
和
の
た
め
に
尽

力
し
た
新
渡
戸
稲
造
に
つ
い
て
、

新
渡
戸
稲
造
全
集
の
編
集
責
任
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び
、
在
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中
に
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ー
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徒
と

な
り
、
30
歳
で
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒

の
メ
リ
ー
。・
エ
ル
キ
ン
ト
ン
と

結
婚
し
、
以
後
共
に
誠
実
な
ク

エ
ー
カ
ー
教
徒
と
し
て
歩
ん
だ
。
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え
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平
和
」
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◆関東活動センター
■2018 年度聖書を読む講座Ⅰ
新しい聖書の学び「マルコ福音書を
ジックリと読む」（第1期）（全10回）
講　師：	山口里子さん（日本フェミ

ニスト神学・宣教センター
共同ディレクター）

日　時：	4月～2019年2月（8月休会）
		  第2火曜18：30～20：00
		  ④7月10日、⑤9月11日
会　場：	早稲田奉仕園スコットホー

ル 222 号室
参加費：	1,200 円／学生 500 円
共　催：	早稲田奉仕園
■2018年度関東フォーラム 宗教対話Ⅰ
「日本キリスト教史を読む」Ⅱ　　
（大正篇全 7回）
講　師：	戒能　信生さん（日本基督

教団千代田教会牧師）
第３回「高倉徳太郎　その自我との
闘いの生涯」
日　時：	7月12日（木）14：00～16：00
第４回「金井為一郎 その神秘主義
的信仰と祈りの姿勢」
日　時：	9月13日（木）14：00～16：00
会　場：	早稲田奉仕園セミナーハウ

ス 101 号室
参加費：	1 回 500 円
■2018年度関東フォーラム 宗教対話Ⅲ
「編集者がその本音を語る」第 1回
伊東正道さんに聞く

「宣教の課題としての『信仰の二元
論』東日本大震災の取材で見たこと」
講　師：	伊東正道さん（元 ･ 日本キ

リスト教団出版局編集者）

日　時：	 6月22日（金）18：30～20：30
会　場：	カフェ・エクレシア
		  東京都台東区蔵前2-7-6
参加費：	1,500 円　定員：20 名
◆関西セミナーハウス活動センター
■2018年度お茶のこころと宗教のこころ
「聖書をいっしょに読みましょう」
座　長：	榎本　栄次さん（日本基督

教団牧師）
日　時：	④7月5日、⑤9月6日（全8回）
		  第1木曜13：30～16：30
会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	1 回 1,500 円 学生 500 円

（抹茶含む）
■2018年度修学院フォーラム「社会」
第３回「民族主義と普遍主義のはざ
まで：旧約聖書から国際平和を考える」
講　師：	月本 昭男さん（上智大学

特任教授）
日　時：	6月30日（土）13：30～17：30
会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	2,300 円、 学 生 1,000 円

（コーヒー込）
■2018年度修学院フォーラム「いのち」
第１回〈老いの日をいかに生き、支

えるか―２〉
「往きの医療 vs 還りの医療―わたし
たちはどんな死に方をしたいのか?」
講　師：	島田 宗洋さん（救世軍清

瀬病院名誉院長）
日　時：	7月7日（土）13：30～17：30
会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	2,300 円、 学 生 1,000 円

（コーヒー込）
■2018年度開発教育セミナー
第２回「ビジネスで持続可能な社会
をつくる～タオルから織りなす豊か
な社会」（オプションあり）
講　師：	池内 計司さん（IKEUCHI 

ORGANIC 株式会社 代表）
日　時：	7月14日（土）16：00～15日

（日）12：00
会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	10,500 円（1 泊 2 食、オ

プション込）
オプション〈体験ワークショップ〉
「綿繰り、糸紡ぎをしてみましょう」
講　師：	木綿庵　梅田 正之さん
日　時：	7月14日（土）13：30～15：00
参加費：	1,000 円

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　小久保　正

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 1 Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com
関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256
関西セミナーハウス

TEL 075-711-2115
E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

プログラム案内

財団本部	 http://www.academy-nippon.com
関東活動センター	http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
	 http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
	 http://www.academy-kansai.org

2018 年 5 月１日～ 5 月 31 日
� （順不同・敬称略 )
◆財団本部
寄付金
武藤　髙司	 10,000 

◆関東活動センター 
賛助会費
全国教会婦人会連合	 20,000 
松岡　俊彦	 5,000 
吉田　豊	 3,000 
西間木　公孝	 5,000 
高橋　真軌	 5,000 
小笠原　公子 	 5,000 
戒能　信生	 10,000 
大橋　祐治	 5,000  

寄付金
川北　かおり� 10,000 
石橋　光朗	 3,000 

神学生交流プログラム寄付金
西間木　公孝	 5,000 
浦上　充� 3,000

◆関西セミナーハウス
寄付金
山崎　満	 5,000
武田薬品京都農園親睦会えんじゅ会�10,000
長谷川　義紘	 10,000
林　宗一郎	 10,000
弁護士　中田　政義	 10,000
鳥井　清司	 10,000

◆関西セミナーハウス活動センター 
賛助会費
医療法人わたなべクリニック	10,000
織田　雪江	 5,000
比嘉　美智子	 10,000

田中　潤治	 3,000
山岡　義生	 10,000
柳井　繁彌	 5,000
橘　俟子	 60,000
春名　康範	 10,000
真鍋　裕子	 5,000
斉藤　洋子	 5,000
宇野　稔	 5,000
殿村　元一	 5,000
佐々木　紘児	 5,000
東　千代	 5,000
田辺　信子	 5,000
佐藤　友紀	 5,000
菅　恒敏	 5,000
北風　照子	 5,000
藤倉　寿美子	 3,000
喜多村　やよい� 5,000
鳴海　信子	 5,000
間瀬　啓允	 5,000
大島　順子	 10,000
酒井　凉子	 5,000
田沼　大典	 5,000
中西　和樹	 10,000
松田　光代	 5,000
手銭　秀夫	 20,000

寄付金
柳井　一朗	 10,000
川北　かおり	 10,000
加山　敬介	 3,000
小久保　正	 30,000
黒井　久代	 10,000
髙畑　惠子	 3,000
�以上、感謝をもってご報告申し上げます。

賛 助 会 費 ・ 寄 付 金 報 告


